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。 「広報こさか」は、毎月10日の発行日に自治会に届けているため、皆さんのお手元に届くまでに若干の日数を要すること

があります。ご迷惑をおかけしますが、ご了承くださるようお願いいたします。
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10月30日　大規模災害想定訓練（旧川上公民館）
　大規模災害を想定した、秋田県解体工事業協会と鹿角広域行政組合消防本部の合同訓練が、旧川上公民館の
建物を利用して行われました。消防や工事関係者が参加したほか、地域住民が見学に訪れました。
　訓練では、救助隊が現場や救助者の状況を確認したり、要請を受けた工事業者が重機を使用してがれきの撤
去や建物の外壁に穴を開けたりと、災害発生時の対応を確認しました。
　旧川上公民館は、昭和50年７月から平成14年３月まで旧川上小学校校舎として、平成14年４月から令和２
年３月まで地域の公民館として、長年地域住民に親しまれてきましたが、老朽化のため、今回の訓練の後解体
されます。

　町民や町社会福祉協議会職員、町職員を対象とした避難所開設運営訓練を実施し、約60人が参加しました。
防災アドバイザーによる「避難所の開設と運営の手順」について講話で伝えたほか、複数の体験コーナーを設け、
参加者が実際に体験しました。
　参加者からは「初めて組み立てるので大変だったが、有事に備え自信がついた」、「よい経験になった」などの
声があり、有意義な訓練を実施することができました。

　「秋の火災予防運動」が、11月５日から11日までの日程で行われました。
　初日、小坂町内では七滝活性化拠点センターにおいて火災を想定し
た早朝訓練があり、団員たちが情報収集や伝令、水利から火点までの
中継及び放水などに迅速に取り組み、万が一の火災に備えていました。
　これからは火災が発生しやすい時季を迎えます。火災の発生を防ぐ
ために、ストーブの周りに洗濯物など燃えやすいものを置かず、また、
火気を取り扱う際にはその場を離れないようにしましょう。

11月 1 日　避難所設置訓練（向陽体育館）

11月５日　火災想定訓練 ～火気の取り扱いには注意を！～

防災アドバイザー
野口　幸喜 氏

防災用テント
組み立て体験

災害用伝言ダイヤル
利用体験
（協力：㈱NTT東日本）

段ボールベッド
組み立て体験

簡易トイレと衛生管理の
説明（協力：無臭元工業㈱）


